
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像中に存在する顔画像を検出する顔検出装置であって、
　各顔パーツを基準とした顔の基準点の 存在確率および各顔パーツの部分空間を含
む各顔パーツの事前情報を記憶する記憶手段と、
　

前記入力画像
中の顔の基準点を算出し、算出した顔の基準点に基づいて前記入力画像から顔画像を検出
する検出手段とを備え

　ことを特徴とする顔検出装置。
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第１の

前記部分空間に基づいて前記入力画像中に存在する各顔パーツを認識し、認識した各顔
パーツと前記顔パーツを基準とした顔の基準点の第１の存在確率に基づいて

、
　前記検出手段は、
　前記部分空間を用いて各顔パーツらしさをパーツ情報として算定するパーツ情報算定手
段と、前記パーツ情報算定手段によって算定されたパーツ情報と前記事前情報の一つであ
る各顔パーツを基準とした顔の基準点の第１の存在確率とに基づいて、それぞれの顔パー
ツに基づく顔の基準点の第２の存在確率を算定する存在確率算定手段と、前記存在確率算
定手段によって算定された各顔パーツに基づく顔の基準点の第２の存在確率に対して各顔
パーツの重要度による重み付けをおこない、該重み付け結果から得られる各顔パーツに基
づく顔の基準点の第２の存在確率の総和を算定する総和算定手段と、前記総和算定手段に
より算定された第２の存在確率の総和の最大値を求め、この最大値をとる位置を顔の基準
点として特定する基準点特定手段とを備えた



【請求項２】
　前記存在確率算定手段は、前記パーツ情報算定手段によって算定されたパーツ情報と、
前記事前情報の一つである各顔パーツ 存在確率との畳み
込みにより、各顔パーツに基づく顔の基準点の 存在確率を算出することを特徴とす
る に記載の顔検出装置。
【請求項３】
　入力画像中に存在する顔画像を検出する顔検出方法であって、
　各顔パーツを基準とした顔の基準点の 存在確率および各顔パーツの部分空間を含
む各顔パーツの事前情報を記憶部に格納する格納工程と、
　

前記入力画像
中の顔の基準点を算出し、算出した顔の基準点に基づいて前記入力画像から顔画像を検出
する検出工程とを含

　ことを特徴とする顔検出方法。
【請求項４】
　前記存在確率算定工程は、前記パーツ情報算定工程によって算定されたパーツ情報と、
前記事前情報の一つである各顔パーツ 存在確率との畳み
込みにより、各顔パーツに基づく顔の基準点の 存在確率を算出することを特徴とす
る に記載の顔検出方法。
【請求項５】
　入力画像中に存在する顔画像を検出する顔検出プログラムであって、
　各顔パーツを基準とした顔の基準点の 存在確率および各顔パーツの部分空間を含
む各顔パーツの事前情報を記憶部に格納する格納手順と、
　

前記入力画像
中の顔の基準点を算出し、算出した顔の基準点に基づいて前記入力画像から顔画像を検出
する検出手順と

コンピュータに実行させることを特徴とする顔検出プログラム。
【請求項６】
　前記存在確率算定手順は、前記パーツ情報算定手順によって算定されたパーツ情報と、
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を基準とした顔の基準点の第１の
第２の

請求項１

第１の

前記部分空間に基づいて前記入力画像中に存在する各顔パーツを認識し、認識した各顔
パーツと前記顔パーツを基準とした顔の基準点の第１の存在確率に基づいて

み、
　前記検出工程は、
　前記部分空間を用いて各顔パーツらしさをパーツ情報として算定するパーツ情報算定工
程と、前記パーツ情報算定工程によって算定されたパーツ情報と前記事前情報の一つであ
る各顔パーツを基準とした顔の基準点の第１の存在確率とに基づいて、それぞれの顔パー
ツに基づく顔の基準点の第２の存在確率を算定する存在確率算定工程と、前記存在確率算
定工程によって算定された各顔パーツに基づく顔の基準点の第２の存在確率に対して各顔
パーツの重要度による重み付けをおこない、該重み付け結果から得られる各顔パーツに基
づく顔の基準点の第２の存在確率の総和を算定する総和算定工程と、前記総和算定工程に
より算定された第２の存在確率の総和の最大値を求め、この最大値をとる位置を顔の基準
点として特定する基準点特定工程とを含んだ

を基準とした顔の基準点の第１の
第２の

請求項３

第１の

前記部分空間に基づいて前記入力画像中に存在する各顔パーツを認識し、認識した各顔
パーツと前記顔パーツを基準とした顔の基準点の第１の存在確率に基づいて

を備え、
　前記検出手順は、
　前記部分空間を用いて各顔パーツらしさをパーツ情報として算定するパーツ情報算定手
順と、前記パーツ情報算定手順によって算定されたパーツ情報と前記事前情報の一つであ
る各顔パーツを基準とした顔の基準点の第１の存在確率とに基づいて、それぞれの顔パー
ツに基づく顔の基準点の第２の存在確率を算定する存在確率算定手順と、前記存在確率算
定手順によって算定された各顔パーツに基づく顔の基準点の第２の存在確率に対して各顔
パーツの重要度による重み付けをおこない、該重み付け結果から得られる各顔パーツに基
づく顔の基準点の第２の存在確率の総和を算定する総和算定手順と、前記総和算定手順に
より算定された第２の存在確率の総和の最大値を求め、この最大値とる位置を顔の基準点
として特定する基準点特定手順とを含んだ
　各手順を



前記事前情報の一つである各顔パーツ 存在確率との畳み
込みにより、各顔パーツに基づく顔の基準点の 存在確率を算出することを特徴とす
る に記載の顔検出プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、入力画像中の顔画像を検出する顔検出装置、顔検出方法および顔検出プログラ
ムに関し、特に、顔パーツの位置関係のばらつきを迅速かつ確実に吸収し、もって信頼性
の高い迅速な顔検出をおこなうことができる顔検出装置、顔検出方法および顔検出プログ
ラムに関する。
【０００２】
【従来技術】
監視カメラシステムでは、監視カメラが捉えた画像に人物が映っているか否かを自動的に
認識させることが必要になるので、部分空間法と呼ばれる顔検出技術を用いる技術が知ら
れている。
【０００３】
たとえば、 Matthew A.Turk,Alex Pentland,“ Face Recognition Using Eigefaces” ,Proc
.CVPR,pp.586-591,1991には、多人数の顔画像のデータを集めて部分空間を構成する技術
が開示されており、この先行技術では、顔全体を表現する低次元の部分空間を用意し、入
力画像中のどの位置における部分画像が、用意された部分空間に最もよく当てはまるかを
調べることによって顔位置を検出している。
【０００４】
具体的には、学習用に用意した顔画像データセットから得られる平均および共分散行列を
パラメータとする正規分布を仮定したパターン分布を表現するモデルにおいて、共分散行
列の上位固有値に随伴する固有ベクトルで張られる部分空間にパターンを制限し、この部
分空間を顔空間とみなすことによって入力パターンと部分空間との距離を計量することと
している。
【０００５】
ところで、かかる部分空間法を利用した顔検出をおこなう場合には、個人間で顔パーツ（
目、鼻および口など）の位置のばらつきが大きいので、このばらつきを吸収するのが難し
い。すなわち、顔検出においては顔画像の大きさを正規化する必要があるが、たとえばそ
の基準を「両目の間隔」とすると、この両目の中点から他の顔パーツ（たとえば「口」）
までの距離は、面長の顔と丸顔の顔とでは大きく異なってしまう。
【０００６】
このことから、特開平９－９１４２９号公報（従来技術１）には、縦横比を変えながら部
分空間とのマッチングを取るようにした発明が開示されている。また、特開平９－４４６
７６号公報（従来技術２）には、複数の顔パーツを検出した後、各顔パーツの位置関係に
基づいて顔の位置を特定する発明が記載されている。かかる従来技術１および従来技術２
にそれぞれ開示された発明を利用することにより、顔パーツの位置のばらつきをある程度
吸収することができる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来技術１を用いた場合には、マッチング演算回数が縦横比を変える
回数に比例するため、計算時間が膨大になってしまうため、結果的に顔検出を迅速におこ
なうことができないという問題がある。
【０００８】
また、上記従来技術２を用いた場合には、顔パーツの位置のばらつきはある程度吸収でき
るものの、各顔パーツのパターンが顔全体に比較して単純なため、顔パーツ検出の信頼性
が低く、結果的に、顔検出の信頼性が低下してしまうという問題がある。
【０００９】
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を基準とした顔の基準点の第１の
第２の

請求項５



この発明は、上述した問題点を解消するためになされたものであり、顔パーツの位置関係
のばらつきを迅速かつ確実に吸収し、もって信頼性の高い迅速な顔検出をおこなうことが
できる顔検出装置、顔検出方法および顔検出プログラムを提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記目的を達成するためになされたものであり、請求項１に係る顔検出装置
は、入力画像中に存在する顔画像を検出する顔検出装置であって、各顔パーツを基準とし
た顔の基準点の 存在確率および各顔パーツの部分空間を含む各顔パーツの事前情報
を記憶する記憶手段と、

前記入力画像中の顔の基準点を算出し、算出した顔の基準点に基づいて前記入力
画像から顔画像を検出する検出手段とを備え

ことを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項 に係る顔検出装置は、 の発明において、前記存在確率算定手段
は、前記パーツ情報算定手段によって算定されたパーツ情報と、前記事前情報の一つであ
る各顔パーツ 存在確率との畳み込みにより、各顔パーツ
に基づく顔の基準点の 存在確率を算出することを特徴とする。
【００１３】
　また、請求項 に係る顔検出方法は、入力画像中に存在する顔画像を検出する顔検出方
法であって、各顔パーツを基準とした顔の基準点の 存在確率および各顔パーツの部
分空間を含む各顔パーツの事前情報を記憶部に格納する格納工程と、

前記入力画像中の顔の基準点を算出
し、算出した顔の基準点に基づいて前記入力画像から顔画像を検出する検出工程とを含

ことを特徴とする。
【００１５】
　また、請求項 に係る顔検出装置は、 の発明において、前記存在確率算定工程
は、前記パーツ情報算定工程によって算定されたパーツ情報と、前記事前情報の一つであ
る各顔パーツ 存在確率との畳み込みにより、各顔パーツ
に基づく顔の基準点の 存在確率を算出することを特徴とする。
【００１６】
　また、請求項 に係る顔検出プログラムは、入力画像中に存在する顔画像を検出する顔
検出プログラムであって、各顔パーツを基準とした顔の基準点の 存在確率および各
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第１の
前記部分空間に基づいて前記入力画像中に存在する各顔パーツを

認識し、認識した各顔パーツと前記顔パーツを基準とした顔の基準点の第１の存在確率に
基づいて

、前記検出手段は、前記部分空間を用いて各
顔パーツらしさをパーツ情報として算定するパーツ情報算定手段と、前記パーツ情報算定
手段によって算定されたパーツ情報と前記事前情報の一つである各顔パーツを基準とした
顔の基準点の第１の存在確率とに基づいて、それぞれの顔パーツに基づく顔の基準点の第
２の存在確率を算定する存在確率算定手段と、前記存在確率算定手段によって算定された
各顔パーツに基づく顔の基準点の第２の存在確率に対して各顔パーツの重要度による重み
付けをおこない、該重み付け結果から得られる各顔パーツに基づく顔の基準点の第２の存
在確率の総和を算定する総和算定手段と、前記総和算定手段により算定された第２の存在
確率の総和の最大値を求め、この最大値をとる位置を顔の基準点として特定する基準点特
定手段とを備えた

２ 請求項１

を基準とした顔の基準点の第１の
第２の

３
第１の

前記部分空間に基づ
いて前記入力画像中に存在する各顔パーツを認識し、認識した各顔パーツと前記顔パーツ
を基準とした顔の基準点の第１の存在確率に基づいて

み
、前記検出工程は、前記部分空間を用いて各顔パーツらしさをパーツ情報として算定する
パーツ情報算定工程と、前記パーツ情報算定工程によって算定されたパーツ情報と前記事
前情報の一つである各顔パーツを基準とした顔の基準点の第１の存在確率とに基づいて、
それぞれの顔パーツに基づく顔の基準点の第２の存在確率を算定する存在確率算定工程と
、前記存在確率算定工程によって算定された各顔パーツに基づく顔の基準点の第２の存在
確率に対して各顔パーツの重要度による重み付けをおこない、該重み付け結果から得られ
る各顔パーツに基づく顔の基準点の第２の存在確率の総和を算定する総和算定工程と、前
記総和算定工程により算定された第２の存在確率の総和の最大値を求め、この最大値をと
る位置を顔の基準点として特定する基準点特定工程とを含んだ

４ 請求項３

を基準とした顔の基準点の第１の
第２の

５
第１の



顔パーツの部分空間を含む各顔パーツの事前情報を記憶部に格納する格納手順と、

前記入力画像中の顔の
基準点を算出し、算出した顔の基準点に基づいて前記入力画像から顔画像を検出する検出
手順とを

コン
ピュータに実行させることを特徴とする。
【００１８】
　また、請求項 に係る顔検出プログラムは、 の発明において、前記存在確率算
定手順は、前記パーツ情報算定手順によって算定されたパーツ情報と、前記事前情報の一
つである各顔パーツ 存在確率との畳み込みにより、各顔
パーツに基づく顔の基準点の 存在確率を算出することを特徴とする。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下に添付図面を参照して、この発明に係る顔検出装置、顔検出方法および顔検出プログ
ラムの好適な実施の形態を詳細に説明する。
【００２０】
図１は、本発明の実施の形態に係る顔検出装置の概略構成を示すブロック図である。図１
に示すように、この顔検出装置１は、撮像部２と、記憶部４に記憶された各顔パーツの事
前情報に基づいて、入力画像中に存在する顔パーツを認識し、これら各顔パーツに基づい
て入力画像中の顔の基準点を算出し、この顔の基準点に基づいて入力画像中から顔画像を
検出する検出部３と、各顔パーツを基準とした基準点の存在確率を含む各顔パーツの事前
情報を記憶する記憶部４とを備えている。この記憶部４に記憶される事前情報については
後述する。ここで、この顔パーツとは、右目、左目、鼻および口などの顔の構成要素のこ
とを指す。
【００２１】
撮像部２は、本例の場合、従来から知られているＣＣＤ等を利用したカメラ装置を採用し
ている。また、検出部３は、コンピュータ装置（ＣＰＵ）を用いている。さらに、記憶部
４は、検出部３をなすコンピュータ装置に付設のハードディスクを採用している。なお、
この記憶部４は、コンピュータ装置とは別のコンピュータ装置を採用することもできる。
【００２２】
検出部３は、図１に示すように、パーツ情報算定部３ａ、存在確率算定部３ｂ、総和算定
部３ｃおよび基準点特定部３ｄを有する。このパーツ情報算定部３ａは、撮像部２によっ
て入力された入力画像の各位置に対して記憶部４に記憶されている部分空間を用いて各顔
パーツらしさを求める処理部である。
【００２３】
　また、存在確率算定部３ｂは、上記パーツ情報算定部３ａによって得られた各顔パーツ
らしさと、事前情報の一つである各顔パーツを基準とした顔の基準点の存在確率とにより
、それぞれの顔パーツに基づく顔の基準点の存在確率を算出する処理部である。ここでは
、それぞれの顔パーツに基づく顔の基準点の存在確率は、各顔パーツらしさと、記憶部４
に記憶されているそれぞれの顔パーツ 存在確率との畳み
込み（コンボリューション）により算出することとしている。
【００２４】
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前記部
分空間に基づいて前記入力画像中に存在する各顔パーツを認識し、認識した各顔パーツと
前記顔パーツを基準とした顔の基準点の第１の存在確率に基づいて

備え、前記検出手順は、前記部分空間を用いて各顔パーツらしさをパーツ情報と
して算定するパーツ情報算定手順と、前記パーツ情報算定手順によって算定されたパーツ
情報と前記事前情報の一つである各顔パーツを基準とした顔の基準点の第１の存在確率と
に基づいて、それぞれの顔パーツに基づく顔の基準点の第２の存在確率を算定する存在確
率算定手順と、前記存在確率算定手順によって算定された各顔パーツに基づく顔の基準点
の第２の存在確率に対して各顔パーツの重要度による重み付けをおこない、該重み付け結
果から得られる各顔パーツに基づく顔の基準点の第２の存在確率の総和を算定する総和算
定手順と、前記総和算定手順により算定された第２の存在確率の総和の最大値を求め、こ
の最大値をとる位置を顔の基準点として特定する基準点特定手順とを含んだ各手順を

６ 請求項５

を基準とした顔の基準点の第１の
第２の

を基準とした顔の基準点に対する



また、総和算定部３ｃは、まず存在確率算定部３ｂによって得られたそれぞれの顔パーツ
に基づく顔の基準点の存在確率に各顔パーツの重要度による重み付けをおこない、この重
み付けをおこなうことで得られる各顔パーツに基づく顔の基準点の存在確率の総和を求め
る処理部である。
【００２５】
また、基準点特定部３ｄは、総和算定部３ｃで得られた存在確率の和の最大値を求め、こ
の最大値を顔の基準点とする処理部である。
【００２６】
上記構成を有する顔検出装置１を用いて、撮像部２から得られた入力画像中の顔画像の検
出手順は、図３に示すフローチャートのようになる。ただし、かかる顔検出に先立って、
図２に示すフローチャートの学習処理をおこない、この学習処理で得られた各種事前情報
を記憶部４に格納しておく必要がある。以下では、かかる学習処理について説明した後、
顔検出処理について説明する。
【００２７】
図２は、顔検出に先だっておこなわれる学習処理手順を示すフローチャートである。同図
に示すように、あらかじめ多数の顔画像を入力して記憶部４に記憶する（ステップＳ２０
１）。かかる顔画像は、撮像部２を用いて学習用としての顔画像を撮像することによって
入力することができる。また、スキャナなどの図示しない別の入力装置を用いても良い。
【００２８】
この入力作業を終えたならば、ステップＳ２０２に進み、ステップＳ２０１で入力した各
顔画像に対して、顔の基準点と、各顔パーツの位置を指定し、各顔パーツの位置を基準と
した所定の大きさの顔パーツ画像を抽出する。なお、顔の基準点および各顔パーツの位置
は、作業者が適宜に指定する。
【００２９】
次に、ステップＳ２０３に進み、ステップＳ２０２で定めた顔の基準点の各顔パーツ位置
に対する相対位置を求める。この後、ステップＳ２０４に進み、ステップＳ２０３で求め
た複数の相対位置の平均と共分散とを求める。更に、これら平均および共分散に基づいて
、正規分布を用いて各顔パーツに対する顔の基準点の存在確率Ｑｉ（ｘ）を求める。
【００３０】
具体的には、２次元の平均列ベクトルをｍ、共分散行列の逆行列をＶとすると、
Ｑｉ（ｘ）＝Ｃｅｘｐ｛－＜ｍ，Ｖｍ＞｝
として求める。なお、Ｃは定数であり、＜ｍ，Ｖｍ＞は、ｍとＶｍの内積を示すものとす
る。
【００３１】
最後に、ステップＳ２０５に進み、各顔パーツ画像について前述した部分空間法を用いて
学習する。すなわち、各顔パーツの平均画像および固有画像を作成し、記憶部４に記憶さ
せる。これら各顔パーツの平均画像や固有画像、各顔パーツに対する顔の基準点の存在確
率Ｑｉ（ｘ）が、特許請求の範囲に記載された事前情報に相当する。
【００３２】
上述したような学習を終えたならば、撮像部２から取り込んだ入力画像から顔画像を検出
することが可能となる。次に、この顔検出手順について図３を用いて説明する。
【００３３】
図３のステップＳ３０１に示すように、撮像部２で取得した検出対象用の入力画像を検出
部３に入力したならば、入力画像中のすべての位置に対してその位置を中心とする部分画
像を抽出し、各顔パーツｉに対して部分空間法を適用して、各顔パーツｉの位置ｘにおけ
る各顔パーツｉの部分空間との距離をｄｉ（ｘ）とした場合の、それぞれの各顔パーツら
しさＰｉ（ｘ）＝ｅｘｐ（－ｄｉ（ｘ）／ｄ０）を算出する。これは、検出部３のパーツ
情報算定部３ａが担当する。
【００３４】
具体的には、顔パーツｉに関し、ｉ＝１を右目、ｉ＝２を左目、ｉ＝３を鼻、ｉ＝４を口
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とすると、これら各顔パーツである、右目、左目、鼻、口に対して上記部分空間法を適用
して、それぞれ右目らしさＰ１（ｘ）、左目らしさＰ２（ｘ）、鼻らしさＰ３（ｘ）、口
らしさＰ４（ｘ）を、上記Ｐｉ（ｘ）の式に基づいて算出する。
【００３５】
次に、ステップ３０３に進み、各顔パーツｉを用いた顔の基準点の存在確率Ｒｉ（ｘ）を
求める。この存在確率Ｒｉ（ｘ）は、上記Ｐｉ（ｘ）と各顔パーツに対する顔の基準点の
存在確率Ｑｉ（ｘ）とにより、Ｐｉ（ｘ） *Ｑｉ（ｘ）で求める。上記演算記号「 *」は、
コンボリューション（畳み込み）を表している。なお、かかるＲｉは、確率であることの
条件ΣＲｉ＝１を満たさないが、Ｒｉ（ｘ）が大きいほどｘが顔の基準点である確率が大
きくなるという意味で、ここでは確率と言う。上記ステップＳ３０３に係る作業は、検出
部３の存在確率算定部３ｂが担当する。
【００３６】
図４は、各顔パーツに対する顔の基準点のばらつきを示したものである。たとえば、図４
（Ａ）は、右目の位置Ｋ１が決まったときに、顔の基準点が楕円Ｑ１の範囲内にある確率
が高いことを表している。同様に、同図（Ｂ）は、左目の位置Ｋ２が決まったときに、顔
の基準点が楕円Ｑ２の範囲内にある確率が高いことを表しており、同図（Ｃ）は、鼻の位
置Ｋ３が決まったときに、顔の基準点が楕円Ｑ３の範囲内にある確率が高いことを表して
おり、同図（Ｄ）は、口の位置Ｋ４が決まったときに、顔の基準点が楕円Ｑ４の範囲内に
ある確率が高いことを表している。
【００３７】
次いでステップＳ３０４に進み、上記ステップＳ３０３で求めた各顔パーツｉにおけるそ
れぞれの存在確率Ｒｉ（ｘ）ごとに、その重要度に応じた重みを付加し、重みを付加した
後の各存在確率Ｗｉ・Ｒｉ（ｘ）の総和を求める。すなわち、Ｒ（ｘ）＝ΣＷｉ・Ｒｉ（
ｘ）を求める。このステップＳ３０４に係る作業は、検出部３の総和算定部３ｃが担当す
る。
【００３８】
このように重みを付加した後の各存在確率の総和Ｒ（ｘ）が求まったならば、ステップＳ
３０５に進み、Ｒ（ｘ）の最大値Ｒ max（ｘ）を求める。さらに、このＲ max（ｘ）を満た
す位置ｘを顔の基準点とする。すなわち、各顔パーツｉのそれぞれの存在確率Ｒｉ（ｘ）
に基づいて、各顔パーツｉごとのそれぞれの顔の基準点が、図５（Ａ）に示すように得ら
れる。これら各基準点についてＲ（ｘ）の最大値Ｒ max（ｘ）を求めることにより、図５
（Ｂ）に示すように、各顔パーツｉが統合された状態における上記位置ｘが得られる。上
記ステップＳ３０５に係る作業は、検出部３の基準点特定部３ｄが担当する。
【００３９】
上述してきたように、本発明に係る顔検出装置は、各顔パーツらしさを求めた後、それら
の結果を位置のばらつきを考慮して統合する。このため、従来方法のように個人間におけ
る各顔パーツの大きなばらつきが生じることがない。すなわち、このようなばらつきを有
効に吸収できる。この結果、確実な顔検出を行えるようになり、顔検出の信頼性が向上す
る。
【００４０】
なお、本実施の形態では撮像部２としてＣＣＤカメラを用いた場合について説明したが、
本発明はこれに限定されるものではなく、例えばスキャナを採用して写真中の顔画像を検
出する装置に応用することもできる。
【００４１】
また図１に示す検出部３は一のコンピュータ装置によって構成しているが、この場合、当
該コンピュータ装置に、パーツ情報算定部３ａ、存在確率算定部３ｂ、総和算定部３ｃ、
基準点特定部３ｄにそれぞれ対応するプログラムを組み込んでいる。
【００４２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明に係る顔検出装置、顔検出方法、顔検出プログラムによれば
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、各顔パーツらしさを求めた後、それらの結果を位置のばらつきを考慮して統合する。こ
のため、従来方法のように個人間における各顔パーツの大きなばらつきが生じることがな
い。すなわち、このようなばらつきを有効に吸収できる。この結果、確実な顔検出を行え
るようになり、顔検出の信頼性が向上する。また、例えば監視装置に本発明を組み込む等
、従来知られた種々の装置に組み込んで適用可能であるため、産業の発展に寄与できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施の形態である顔検出装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】顔検出に先だって行われる学習の手順を示すフローチャートである。
【図３】顔検出の手順を示すフローチャートである。
【図４】各顔パーツに対する顔の基準点のばらつきを示す図である。
【図５】最終的な顔の基準点を求める際の作用を説明するための略図であり、（Ａ）は各
顔パーツの統合前を、（Ｂ）は統合後を、それぞれ示す略図である。
【符号の説明】
１　顔検出装置
２　撮像部
３　検出部
３ａ　パーツ情報算定部
３ｂ　存在確率算定部
３ｃ　総和算定部
３ｄ　基準点特定部
４　記憶部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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